
7015A 70ファイブスポーツ スピー ドタイマー
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1)仕  様

杉篭力女
'3雀

董                         27.00mm

機 械 厚 ミ                  5.90mm

テ ン フ
゜
振 動 数          21,600回 /日寺

自動 巻

カ レ ン ダ ー (ロ イ寸・ 曜 日 ・ 曜 文 字 不日英 切 換 機

構 ・ |リ ュ ウ ズ 回 転 式 日修 正 ・ フ
゜
′

シ ュ式 曜 修 正 機 構 )

ク ロ ノ グ ラ フ (秒針 ・ 積 算 )

2)特  長

キ ャ リバ ー 7019に ク ロ ノグラ フ機 構 を附力日し

ま した。 機 構 が簡 単 で 、分 解 組 立 も容 易 で 、

特 に厳 密 な調 整 を必 要 と し ませ ん。 その ため

安 定 した精 度 が容 易 に得 られ ます。

3)分 解 ・ 組 立

基礎 ム ー ブ メ ン トの 分 解 組 立 は 、 技 術 解 説 書

7005Aを ご参 照 くだ さ い。 こ こ で は 、 ク ロ ノ

グ ラ フ機 構 、 カ レ ン グ ー機 構 に つ い て 解 説 い

た し ます 。 分 解 は そ れ ぞ れ の 図 の 番 号 の順 に

組 立 は 、 逆 の 順 序 に お こ な っ て くだ さ い。

4),主  ,由

図 の 中 で 、 つ ぎの 記 号 は 油 の種 類 、 量 、 注 油

箇 所 を示 し ま す 。

種 類

肝 セ イ コ ー ウ オ ッチ 油  S-6

_セ イ コ ー ウ オ ッチ 油  S-4

1襴 セ イ コー ウ オ ッチ 油  S-3

_メ ー ビ ス A

″ ,メ ー ビ ス V

注 油 量

…

多 め に

― 標 戦

レ 極 く少 量

第 一―ボ タ ン

(発進 ・ 停 止 )

PUSH)曜 修 正

空  転

2… … … …日修 正

3… ……… …針 合 せ

0(
■‐

ヽ
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第 ニ ボ タ ン (復針 )



70■ 5Aヵ レンダー機構

じ
(分解時の注意 )

発 進 状 態 で分解 して くだ さい 。

停 止 状 態 で分解 を お こな い ま す と

ク ロ ノ グラ フ車 を は ず す 際破 損 す

る こ とが あ ります 。
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7015A分 解 組 立 時 の 注 意

し

し

巻 真の はず し方

一 体 防 水 ・ 角 ■Ч防 水 イ員」

① 針のはず し方 、取付 け方

発 停 レバ ー をす甲して

停 止状 態 に します。

②文字板の着脱法

リュ ウ ズ を 1段 ま た

は 2段 目 に 弓|き [IIし

① オ シ ド リ レバ ー を

オ甲=ナ

②巻真 を抜 く

暴 ブ タ ネ ジ イ貝」

■■
`■

‐
      ヽ

～
)金十が 0に ″奎り電に うこ

る か確 認 して 秒 針 を

完 全 に押 し こ み ま す 。

リュ ウ ズ を 3段 目 に

ひ き出 し

① オ シ ド リを 押 す

②巻真 を抜 く
一 ②

針 取付 けの 際 は 70ス ピー ドタイ マ ー用 機 械 台 S-510を 必

ず ご使 用 くだ さい 。 また S-510は 針 取付 け前 に復 針 レバ

_ニ ゲ 部分 をヤ ス リで削 っ て お く必 要 が あ ります 。

S-510を 使 用 しない とハ ー トカ ム の ズ レや 受 の ソ リが発

生 す る こ とが あ ιります 。

ま ず 秒 針 だ ιナは ず し ま す 。 次
`こ

時 針 ・

`か

金十を
`ま

ず し ま す 。

秒 針 の 取付 け方

ム ー フ メ を機 械 台 (S-510)に セ ッ トし 、 時 針 ・分 針 を取 付 け ます。

繹 ヽ

‐
 ‐

```量

鵞量量
欝

‐
む 朴

／
激

楼秒

復 針 レバ ー を押 し た

ま ま秒 針 を軽 く押 し

こ み ま す 。

針 の ス キマ を確 認 して く

だ さ い。 秒 針 と分 針 の ス

キマ (T)は 、 秒 針 パ イ プ

ツ バ 厚 み (t)の 2倍必 要

で す 。

鵞錮
(着 )   (脱 )

③⑭ 日送ツメ 0曜送ツタの取付 け方

まちが え る と日付 、曜 日の切換 時刻 が lFれ ます

弓型 剣 抜 き を使 用 し ませ ん と、

針 が破 損 す る こ とが あ ιります。

じ

字 板 止 ピ ン
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70■ 5A 自重か彗櫂艶イ毒

②テンプ・アンクレ

し

し

④

角 穴 ネ ジ

一 番 受 ネ ジ (3本 )

一 番 受

④
⑩

①

⑫

①伝‐甲エーーーーーーー碁

図 の 矢 印部 に注 油 し ます

し

自 El」 だ3菩6^、 の i主 ,由 は 、 ―ヒ イ コ

~ウ オ ンチ カIS~4を iLi出 し

て く だ さ い .

特 に 一 番 伝 工 卓 、 二 番 伝 二 卓

へ ′)注 油 は 重 要 で す . 多 つ 二

注 ,由 し て く だ さ tヽ

自 動 巻 部 の

'主

り由
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70■ 5A 分解 組 立 時 の 注 意

⑬ 回転錘のはず し方・ 取付 け方

回 転 錘 の 着 脱 に は 先 端 を 写 真 の よ う に カ

し た ドラ イバ ー を ご使 用 くだ さ い。

取 付 け方

回 転 錘 の 0と 一 番 伝 工 車 の 〇 を 合 わ せ て

付 け て くだ さ い。

⑩ 一 番 受 押 工 の 取 付 け 方

a)裏表 に注意 して ください

ン ト

じ

b)―一番 受 押 工 が 完 全 に 押 し込 ま れ て い るか

確 認 して くだ さ い。

○

位 置 合 わ せ を しな い と 自動 巻 の 巻 上 効 率 が低

下 します。

逆 に組 み こむ と復 針 レバ ー が浮 き上 っ て復 針

不良 とな る場 合 が あ ります。

一 番 受の サ ラ イ の壁 と一 番 受押 工 の 間 (矢 印

部 )に ス キ マ が あ る こ とを確 認 して くだ さい 。

×

腱
タ
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7015Aク ロノグラフ機 構

,主 ,由 筒 所

① 四 割 力 ′、2ヵ 所

② ラ チ ェ ン ト 2ヵ ,折

① イ夏金十レンヾ ――規 ■ 面

② 一 番 受 と の 接 触 面 (復針 レ バ ー の 表 面 2ヵ 所 )

③ 第 ニ ボ タ ン と の 接 触 部

赫   
②

ク ロノ グラ フ受 の注 油

① 番́ 伝 工車下 穴石

② 復 針 レバ ー バ ネ ピ ン

③ 復針 レバー との接 触部

④ 復針 レバー ピ ン

⑤ 作動 レバー ビン

⑥ 作 動 カム ピ ン

こ ち らイ則

①

クロ /グ ラ フ車 方 占]の 側 面

⑤

血

…ク ロノ グラ フ車 の ,主油

① 四 番 車 へ の注 油

注 油後 カナ に 7tuれ た油 を除
去 す るため ク ロ ノ グラ フ車

を きれ い なベ ンジ ンで軽 く

す す ぎ洗 い して乾 燥 させ て

くだ さ い。

② その他の部分への注油
クラ ッチ リングとクラ
バ ネ の 接 触 吉6

/チ

④
〓
　
　
　
　
／

「『̈い一‐‐‐／／

よ
は
魯

し

し

し

③
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7015A分 解 組 立 時 の 注 意

し ⑬④発停 レバー 0作動カムのはず し方、取付 け方

鼈 ≠

○

①復針 レバーの取付 け方

番号 川頁にネ且tFと 容 易に取 fサ け ら′■ま―
す。

がヽ

×

し

@てル 一ヽ トカムのな らし

イ見針 レノヾ ― また |ま フコ ノ ク・ラフ斗二を交 またした日寺には Zヽ ず な ら し を お こ な っ て くだ さ い

じ

⇒

彎ヽ
②

不少金|を 0イ立置 に ■ め ます 不少金卜を 5不少小
'運

1ま
~ピ ン  イ賞

'十

ボ タ ン をオ甲し て

セ ッ トで 動 か し ま す 。  針 を 0に 戻 し ま す 。

～'針
小●置 を上 言己の 方法 で 10、 15、 20… … 45本少と 5不少晟見隔 のイ立置 に セ ントし、 イ夏

'1
な ら しを お こなわ な い と秒 針 が ス ム ー ズ に 0に戻 らな い こ とが あ ります。

だ さ い

ク ロノグラ フの点 検

組 t後次 の項 目 をチ ェ ッ ク して くだ さ い。

1)発 針 、 復 針 の作 動 具 合 は よい か 、発 進 、イ亭上 の 繰 返 しをお こな い確 認 して くだ さ い。

2)秒 針 の取 イ寸1旨 /Jヽ 誤差 は な いか。

3)不少全卜をィ亭止 させ た時 テ ンブ も止 らな い か。 ゼ ンマ イ を全巻 きに して運 針 させ た後 、秒 針 を停 ILさ せ て くだ さ い

こせ

秒

　

　

　

　

ネ
ヽ

発イ亭 レバ ー カ,開 い た 1人 態 で作 動 カ ム をつ け た

ま ま取 付 け 、 取 りは ず し を して くだ さ い。

発停 レバ ー が閉 じた状 態 で取付 け 、取 りは

ず しを します と、 ク ロ ノ グラ フ車 を破 損 す

る恐 れ が あ ります。
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参 考

ク ロ ノ グ ラ フ 機 構 の 作 動

発  進

第 一 ボ タ ン (発 進 ボ タ ン )を 押 す と作 動 レバ

ー に よ り作 動 カ ム ラチ ェッ ト歯 が―一歯 送 られ 、

発 停 レバ ー が fl:動 カ ム 凸 部 で 押 し拡 げ られ て

ク ラ ッチ リ ン グか ら離 れ ま す 。

ク ラ ッチ リ ン グ は ク ラ ッチ バ ネ に よ り四 番 車

に 押 しつ け られ て 秒 針 が 動 き
`ま

じめ ます 。

(図 -1)

停  止

発 進 の 状 態 で 第 一 ボ タ ン を押 す と発 停 レバ ー

が 作 動 カ ム の 円 部 に 落 ち て ク ラ ッチ リ ン グ を

持 ち あ げ ます 。 ク ラ ッチ リ ン グ は 四 番 車 か ら

離 れ 秒 針 は止 りま す 。 四 番 車 は そ の ま ま 回 転

ク ロ ノ グ ラ フ 車    作 動 レバ ー バ ネ

し

し

し

し続 け ます 。

積  算

停 止 の状 態 で更 に第一 ボ タ ンを押 す と再 び図

― ■の状 態 に も ど ります。 秒 金十は そ の位 置 か

ら再 び発 進 し計 測 時 間 は積 算 され ます。

復  針

第ニ ボ タ ン (復針 ボ タ ン)を 押 す と復 針 レバ

ー が作 動 し、 ハ ー トカ ム を た た い て秒 針 を 0

(図 -2)~

復 針 レバ
=

発 停 レ ノヾ―
第 一 ボ タ ン

作 動 レ バ ー

第 ニ ボ タ ン

位 置 に戻 します。 (図 -3)
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